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[要 約] 明治 9 (1876) 年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJacob 
Ermerins :亜爾蔑聯斯または越か蔑噂斯と記す， 1841-1879) による講義録， r原病皐各論 巻十』の原文の一
部を紹介し，その全現代語訳文と解説とを加え，現代医学と比較検討した.また，一部では，歴史的変遷，時
代背景についても言及した.
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(C41H64014) ，ストロスペシド (C3oH4609)， オドロシド
-29-
日 (C3oH460S・H20)，ギタリン (C3sHs6012) ，ギチン











































































































































































































































(Garcinia mangostana) も入る 7，8) 
また， I格禄重篤Jは，ウリ科植物の『コロシント
(Colocynthis) jを指し， その乾燥した実には，配糖















































なった. また， I時曜日方」は『クロロホルム (Chlor-
oform : CHCb) j の当て字で，麻酔薬として使用さ







































































? ? ? ? ? ? ?
???
」 ?













?? ー ? ? ? ? ?
???
??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?






















































































































































骨i*手窪Jは， rパルサム・コパイパ (Balsamcopaiba) j 
の当て字であり，これは，南米原産のマメ科植物の
『コパイパ (Copaiferaofficialis) jから採れる樹脂であ








また， r窒扶斯Jは『チフス (Typhoid fever) jの，
「古列刺」は『コレラ (Chorera)jの当て字である.


















































































































の『亜麻 (Linum usitatissimum) jの種子を指し，リ

















が期待できる薬物の総称であり，これには，タンニン， 17)松陰 宏，他:原病皐各論(亜爾蔑聯斯の講義録)， 
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